
がs今冬以来健康を害して居りますので，他の機会を得たいと思って居りま

す。〉

「マネ幽ジや山の立場からイラン旅行に就いこ（」

高　　林　　藤　　樹

　昨年実施されたイラン学術調糞旅行嫉，畢国の歴史を研究する煮にとって，

現地の風物襯し儲即事騨嫌学習手段は徹ないと晶晶か蠣
にその実現を望まれて居たが，本当に二丁が具体化したのは昭和51年も押

詰ったG2月の末になってからであった。此の年は吉田光邦氏による探険部

戦のイラy旅行を伽，井紙のテーラ、γ大学鮮やプア・三唱即来

訟どあって，頗るイラン熱の昂った年であった．・本会の旅行は元帥雅め・

られ始めてから出発まで殆ど7ク月もカ・・tSって漸く実現したのであったが，

今振り返って毘ると｝馴れぬばかりに随分多くの労力を費した事が知られる費、

当時は嬬充分醗麟払いつρ聯したのであったが・大概噂が二丁tt

で・へま醐当多かった様である・以下・マネージャーの蜥か曙干すtt

ままに色々な問題iこ就いて反省を加えて見たい。

　此の旅行は特に大規模な発掘をする訳でもなく，又，採集等を昌標とした

ものでもなかったから，準備も取り立てて言う程の困難はなかったのである一

が，予算も乏しく経験も無い所から必ずしもスムーズには行かなかった。

先ず計画の最初に当面したのはコーヌの選定であったe、前年は吉田氏の探

除隊．その前年にカヲめム鍛騰力・イランへ行って居り，4れ等諸先輩

の意見は可能繊り広欄い燧考・≒し．f…そ磯果溺究会碓格乃至允

加メyバーの專門も欝酪してジーラーズのバザ幣7レを矛一自標に選び　少い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
予算と黛数を有効に使うたああまり広く歩かずに重点的調査め出来るように

考えた。往復の交通や現地での生活等iま経験者の助言を容れそのまま踏襲す・
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る予定であった。

唯，，その聞ICも麟が変って有益な助言も役に立たなかったりした・その

最大なるものは船である。即ち切りつめた最低予算では，往復に飛行機を利

用する事は許されず，当然船に依らなけ報ぎならなかった調み‘㍉鯨“

テヘラン間の飛行機運賃はツージズトクラズでも18万円である。斯くて船

の交渉が開始されたが，これは会社の好意に甘えるものであって交渉ほ極め

て気苦労なものであった・四隅光興産の一方な鱒理解と援助を得て，同

社のH章丸に便乗を許された。この日章丸はカラコラムの場合も吉田町の場

合も蝉隅隅甑つた船で，我々・・　iま・pa縁の灘船である・琴ろで翻．

の変化から　思わぬ大きな障碍にぶつかったと言うのは此の船の事であるが’
　　　　　’
それは碍外画が最早やイランへは行かず，アラビアのラス。タソヌラまでし

か行かない事になつでいたφであった。之は重大事でこの為に予算は堅き．く

膨張した。それに何より不安なのはアラビア乃至アラビア。イラン間の交通そ

の他あ事情が全く知られなかった事であった。特にラズ。タソヌラと言う港

はアラムコ石油会社の石油稜出専門の港で、，旅客として此卿こ上陸し賭は

殆ど知られず　日本入では戦後にはたった二人あるのみと言うところである。
　　　　　　．1
幸いにもその一人である翔崎氏と言う方に親切な助言を頂いておぼろげなが

らもアラビアの事情を知る事が出来た。しかし　それでもまだ安心は出来ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　T　一r　一．　v　一一一　i一　一　’r　一一一一一IT一　s

船は石油会社のダソカーであって客船ではなくs．石油事情や或いは会桂の都．

合によって航海中であっても行先を変更する事浮あるとの．eとであった。

　序でにもう少し船に就いてその得失を述べるならば　先ず得の最たるもの，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
は費用の安い事である。てれは何にも増して有難い事であるが唯タyカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　．M　一7
一や貨物船に限って言える事で，若し客船であれば飛行機と大差ない程の値

となる。ξれから失の最たるものは多くの時貸を要する事である。

　之は時日の限られた我々にとっても甚だ遣憾な事であるが1，致し方無く，

せめて他に何か利点を発見して辛抱しなければならない。他の利点とは，長

噺海力嘱土の差を直接嘱じ誕ず，凝に、次のコンディシ・’ソに身働・

馴れ且つ疲労が癒されみと書う一種⑳緩衝帯になる事㌧飛行機に較べて安全

度が絶対的に高いと言う事などである。飛行機を利用する場合，往々Icして
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気蝶の激変などから身捧を損う事がある⇔又e．，もう一一つ飛行機には荷物に非

常な綱限を受けると言う不便もあるe

　アラビア蹴いては疑い蟷情が判Sf・いと；ろから大部危ぶまれ拶，

色々研究の末劫って未知の国も面白いと言う見解に達してアラビア経由鄭洗

論ざれだ。実際に旅行は二度もアラビアを通り乍ら特に故障もなく帰って来た

のであるから｝案ずる事はなかった様であみが，実は全く天佑と言ってよい

程の幸運に恵まれたからζそ辛うじて無事だつたのであって　此の蔭には多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
くの人の並Ptgならぬ好意があったのであるqこの故に次回からはアラビア経

由は出来るだけ避けるべきであると言うξ）カ㍉我々の経験から割り出した意見

である。次にアラビア出入国に関して臼ら経験した種々の困難を挙げて晃る。

先ず何よ、偽勉高騰の源泉となったもqは・現在眈とρ間‘研交関

係がない事である・従って内地1（於て同国に関する凡ゆる手続きが出血ち

全Jz何処かを愚じて闇接的にしか出来なかった。此の様な場合，普通1ま弛（ρ

或る鼠が代理国となるものであるが，アラビアに関しては内地ICIはその代理

国は無かっ：たb貿易上の問題で在日エジプト大使館がかって一二1度代理事務

を取畷っ轡があったと書う程度罵現在，出訴関係の事務獣行出来

な妙と言う事であった。それで矛素焼方法としては途中経由国にあるアラU’．

アの在外公館から査証を得ると言う事が出来る・がs我々の場合はアラビアそ

のものが途中経由甲であり，9つ矛一至噂着地でもあったので此の方法は駄葛

であった。次に此の種の事務はぺd8レー｝に減て一括して鼓っているので，

此処へ旅券牽送ってアラビアの査証を受ける事が出来るが，レ不ノyまでの

距離を考えると出発に間に合わない公算が大きく　・これも不可となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．
衰弱は現地で交渉する事であるがP．　eれも易しくない事で，レかもアラビデ

語が不自由なため困難は想像するに難くない。ぐれで結局旅券の写しに写糞

を添えてテヘランの資本大嘆館へ送り㌧同地Ptラビア大七曲ζ章証発給OP

串請手続きを代行して貰うことになった。これに関する一一一一一連の交渉は全て遠

隔地牽相手，！iしたため時間を要し，最後ic最も憂象た事聾となってしまった

のである・プーラソ樋じて手続きをした・のはイラγが9的地で融」文・∴

大後館の厚情に賛えたからでもあるカポ，憂えた事態と言うのは査証は遂に我
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　，々・の出発に聞に合わなかったのである面むっと早く手続ぎを開始ずればよか

　つたが，査証の下附申講書は旅券がなければ出来ず．旅券は外貨買附の許可

が押れ欧らず，⑳ため平野審議会さお百灘踏むやらして多くの煩

　しい用件が生じたのである。それにアラビアに就いて我々の柔な例は今まで

・全然なく瀦先輩の助言は全てイランのみの単独緬であったのでこ罐慮

介だとは知らたかっためである◎，斯くてイラγの査証のみ携えて出発したあ

であるが，出港ギリギリまでテーラソよりの通知を鶴首して居た事は当然で

あった。そしてそれは結局間に合わなかった。更に間に合わなか・うたのみな

　らず思いも寄ら繊ところまで問題は発展したのである。

　　アラビアは自国の政情に鑑み独特の政治方式を採っているらしいが　少く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　とも出入国の査証に関して我々な東部地方と西部地方π区分されて別のもの

　が必要であると言うζとを知っていた。勿論　このうちの軽量地方のものの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ
みが必要であっ充わけであるが，何分にも国交が無・上に中途経由国も無く，

いきなりアラビアに到着するのであるから問魎はそもそも最初から面倒であ

った。結局上述の通り駐イランアラビア大使館を経て許可を得る予定であっ

たのが出瀞ご間に合わず撃それで実は甚だ心許なく思っていたのであるが，

我々が奄美大島沖を通過1：　lcrアラビア大使館まり査証発行済みの旨連絡あ

りたり」と書う割興大使風発の通知を京都大章経由で受け取ってとにかく愁

眉を開いた6連絡が僅かにごれ一つで甚だ心許なかったが’査証発行が出発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・
に間に合わなかった場合は到着地の入国管理官宛に連絡されるように詳しく

依頼して置いたので、一応安心したような次腔あった・斯くて零細港以

来19Nの無寄港航海の後，臼指すラズ喚夕γヌラ港に着いた。この港はア

ラロムの経営する石油穣出軍門の港である事は周知⑱通りであるが，そのた

め旅客の上陸は殆んど無いのみか》船員と雛ども岸壁以外には出られないと
・’

ｾう恐しい港であるづ『 �ﾉ述べた通り臼本入としての上陸管は我々より以前

．械たった二人あっただけで　しかも普通に旅行者として上陸するのは実に我
　　　　　　　　　　　　　，
々が最初ρようであった・それで念のため至階に先立ち，船がぺ・曜や湾に

さしかかった頃“即ち八弩七臼に船長よリアラムコに宛てて．r船客三入あり

ボー｝手配頼む」と電報を打った。すると翌日の昼頃rN：P◎SS工：BLE醐箪’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3’　　　　，
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：PASS脳（IER　y：RUSTArm，PLRASE　．．e◎NTACT　，MNO◎・s　EvarrRKN“ti　OR　｝ZNS［IF一

：RU◎TXONJと書う返電が来た。直ちん会議を招纂し対策が協議されたが　ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シド
スタけヌラ港の港湾晶晶には船客IC対する規定が全く無くsXMPO＄SエBmeな

る旨先方より通告して来た以上如何なる対策も無効であると言うのが旧記

ちの見解であった。：KANO◎と言うのはこの地方での大きな代理業者で　出入

港や旅行関係の諸手続きは一切此処を通じてされるものであるが　この代理．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’
店に就いての研究が不充分で何ら関知しな却つたため斯る木手際を生じたの

である。後になって漸く事情が萌らかになると甚だ恐縮且つ感謝したのであ

るが，実にこのKANO　Oのラス。タソヌラ出張所まで我ダの上陸に関するアラ

ビア政府から鮨令が来て居凹々の到着を待って居たのであっ＃．・それを

代罪な蝕石油会社に麟した七三が判らなくなって碕つ⑳である・

その後，再びアラムコから入電してr査証があれ1ま上陸可能に就昏K撫OOに

連絡せよ」と言って来た。これで見通しも明るくなり一一ft安心したのであっ

た。’

その後の経過を知ζ述べると，八月＋臼午前二時半門地時鋤愈々ラズ

◎タソヌラ港に着桟し，それより午後七時まで、峰頭にて手続き・に関して悶

慧あり夢港から壌00粁も距：つた所にあるダハラy空港のホテ2ンに入ったの

はやっと八時になってからで季ρた・弗の間に．K螂00始め，アラム鮪共5ζ

多くの人々の並々ならぬ好意に依り工MI，OSSI：BXiElが：POSSエ：B：膿になったので

あった。この複雑な事情は説明するだけでも骨が折れるが，後程判朗した事

など嫡齢てまや穿る剃解駐イラガラビア鞭館曜謙アラ
ビア外務省はラス。タソヌラの入国害二宮宛，三入の栖本入旅行者を迎えよ

との命令を出した模様である。それに依りKA恥O氏理店の係員が待機してい

たが・その命令には至備予卸も船名も旅客名撫く。随分齢だつ滅し

V3’a又，KANOO内部でも必ずしもよ・く連絡は出来て居らず，最：籾に船へ来た

若い事務員は事情を知らないためかけんもほろろの応待振りであっ虎。従っ

て正式の査証など無く我々三人が該当者か否かも分らなかったのであ多。ぐ・

れで再論をする事にし兎・r触拙論貰った・又輪留の意嚇含んで，．

か・飼勧名 w町ホテ、噸て無糟で遇さ・れたが・事務のスロ｛・鷺や

　　　　　　　隻　　　　　　　　　　　　　　　　一2　6一一一



想像に絶する対巳好感情たどが交錯してひ善意か，悪意か灘り得ぬ場面にも

多く遭遇しit　o我々は今ではそ秘全てiiアラビアめ習櫛こ依るもので200

パ＿セソ｝の善意を受けたと僑じているe：唯，珍Vさも手伝つたであるう事

は否めないeそれから帰りlc　5同じく許可（ζの聴は立派な通過査証）を得

て居ながら又々再申請をさせられた。2＿等を総合して結局アラビアには出入

国に関する細かい規則が無妙ため，少しでも変った例は係官により全く犀解

が異って再串請の必要が生ずる模様である’e好意ie支えられてどうにか通過

したものの，今尚真相は不萌であり．」爾今，此の様な異例旅行は極めて冒険

である事鮒肋えて置き’た残

　イラン1ζ関してはマネージャーの立場から特に言うべき問題は無かったe

失敗談は無数にあるが全て未知の国を旅行する時の愛嬌の程度である。これ

偏えに諸先輩や在留邦入の親切の賜であって：深く感謝する所であるが，若しも

もつど語学に習熟して居たら大方の御厄介になる事も少く　又、旅行自体も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．一　一　t．
面白く収穫が多かったろうと愚われる。
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西南アyア史序説

　　　　礎

ヘブライ民族斜

脚ソムラビとその隠避

｝ルビf民族史の硯究

中世ぺ～レシア語におけるア，ラム

語の影響

アヴエスタ擬ガ“サ㍗
アラビア地誌の硫究

ヒツタイ｝の言語と歴史

中世ぺ・レシア語・（初級）


